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平成 7 年10月より，前任の岩淵雅樹教授の後を受けて当客且部門を担当しています。近かったこと

もあって，それまでにも基生研の先生方とのお付き合いがあり，志村令郎先生の客貝部門の吝且助教

授をさせていただいた時期に，現京都大学教授の岡田梢孝先生に刺激されてシロイヌナズナを使った

辿伝学的アプローチを取り入れるきっかけを作っていただき，その前後にも個別共同研究を利用して

技術部の服部，梶浦両氏にはタンパク骰のシーケンスでお世話になり，岩淵先生や西村先生にもお世

話になっていました。当部門を担当するようになってから，三煎大学遺伝子実験施設の服部束穂氏に

客貝助教授をお刷いし，カリフォルニア大学デービス校に留学中であった大藤雅章君に助手として赴

任してもらい，更に研究室の多少の手直しなどをして，名古屋大学煤学部の研究室の大学院学生さん

達と共に実質的な研究活動を開始したのは次の年の 4 月からになります。

基生研では，糖に応答した遺伝子発現制御に関わる制御因子の解析やシロイヌナズナ逍伝学を取り

入れた解析の一部を進めると共に，新しい研究方向として糖l心答性辿伝子発現が個体生長過程におい

て果たす役割をシロイヌナズナ突然変異株を使って明らかにしていきたいと考えています。内容を異

にしますが，植物液胞へのタンパク質選別輸送機構の解析についても，基生研の先生方との接点を探

りつつ進めています。

植物体内で糖の供給を受けて貯蔵物質を集積するシンク部位で働く遺伝子に糖によって発現が誘導

されるものが， また糖を送り出すソース部位で働く光合成系辿伝子のように糖によって発現抑制を受

けるものが知られるようになり，体内での糖の分配と転流は遺伝子発現パターンを変動させることで，

植物個体の柔軟な生長様式を支える重要な要因の一つとの認識が深まっています。糖による追伝子発

現制御の主たるものは代謝シグナルを介したもので，同様の制御は他の種々の生物にも見られますが，

その分子機構はまだほとんど明らかになっていません。また，植物では糖の ava i lab i l ityは個体の形

作りにも大きく作用しますが，糖に応答した逍伝子発現制御がそこにどう関与しているかはまだ全く

分かっていません。

シロイヌナズナの Bーアミラーゼ遺伝子 (ATb•Amy)も梢代謝シグナルの制御下にある遺伝子で，

種々の体細胞組織で高浜度の糖の供給によってその発現が誘導されます。 ATb-Amyの業での糖に応

答した発現誘導には転写開始点上流の一172 から一61 の配列が必須で，かつこの配列は CaMV 35S 

基本プロモーターに糖誘導性を付与します。リンカースキャニングから，この配列には変異によって

発現レペルが著しく低下する正の制御エレメントと変異によって未処理葉での発現が糖誘甜処理をし

た策のレベルまで高くなる負の制御エレメントの 2 つが隣接して存在することが明らかになり，
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A Tb-Amyの糖よる発現誘尊には脱抑制メカニズムが関与することが示唆されました。一方，低涙度

の糖存在下での ATb•Amyの発現レベルが増加して見かけ上高感受性の発現パターンを示す変異株

hba] を単離しています。 HBAl は糖涙度があるレベルに達するまで ATb-Amyの発現を低く抑えてお

く機構に関与していると推定していますが，劣性変異である hbal の影押が現れるためには ATb-Amy 

の転写開始点上流の一 172 から一 310 までの配列が必要であることが分かりました。 5'·上流を一172

まで短縮したプロモーターは野生株の中で，ー310 より長い上流配列を持つ融合辿伝子が hba] 変異

株において示すのと同様に，低濃度の糖に対して高い応答性を示しました。このように植物の糖によ

る追伝子発現誘荘に，負の制御からの脱抑制が重要な役割を占めているということを始めて明らかに

することができたのがこの 1 年の収穫の一つです。

これまでに同定した変異株には ATb-Amyの発現の糖に対する応答のみならず，体づくりにも影響

を受けるものがあります。シロイヌナズナ個体生長における糖の avai labi lityに対する種々の形態応

答を調べ，エンハンサーを組み込んだ T-DNA ペクターによるアクテイベーションタギングラインの

作成を進め，既存の T-DNA タギングラインと共に新しい突然変異株をスクリーニングする体制が

整ってきました。

近いとはいえ，なかなか進んで基生研で研究をしたいという学生さんは少ないなど，当初の思い通

りには進みませんが，折角のこの機会に新しい研究の方向を生み出し， また基生研に多少なりとも貢

献ができるようにしたいと念じています。
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